
総
務
社
会

▽�

委
員
全
員
の
賛
成
に
よ
り
可
決
す

べ
き
も
の
と
決
定
。

▽�

委
員
全
員
の
賛
成
に
よ
り
可
決
す

べ
き
も
の
と
決
定
。

▽�

委
員
全
員
の
賛
成
に
よ
り
採
択
す

べ
き
も
の
と
決
定
。

▽�

委
員
全
員
の
賛
成
に
よ
り
採
択
す

べ
き
も
の
と
決
定
。
意
見
書
を
提

出
す
る
。

▽�

委
員
多
数
の
反
対
に
よ
り
不
採
択

す
べ
き
も
の
と
決
定
。

▽�

委
員
多
数
の
反
対
に
よ
り
不
採
択

す
べ
き
も
の
と
決
定
。

●�

平
成
27
年
度
白
馬
村
国
民
健
康
保

険
事
業
勘
定
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

●�

陳
情
第
15
号　
耐
震
診
断
・
耐
震

改
修
に
関
す
る
陳
情
書

●�

陳
情
第
１
号　
軽
度
外
傷
性
脳
損

傷・脳
し
ん
と
う
の
周
知
と
予
防
、

そ
の
危
険
性
や
予
後
の
相
談
の
出

来
る
窓
口
な
ど
の
設
置
を
求
め
る

陳
情

●�

陳
情
第
３
号　
未
来
の
有
権
者
の

た
め
の
模
擬
投
票
所
設
置
に
関
す

る
陳
情

●�

陳
情
第
４
号　
「
平
和
安
全
保
障

関
連
法
案
」
の
廃
止
を
求
め
る
意

見
書
の
提
出
に
つ
い
て
の
陳
情

予
算
の
総
額
に
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
３
４
３
万
９
千
円
を
追
加
し
、
予

算
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
14
億
４
８
６
６

万
１
千
円
と
す
る
も
の
。
国
保
税
は

徴
収
実
績
か
ら
歳
入
額
を
見
込
み
減

額
、
そ
の
他
の
歳
入
は
交
付
額
確
定

に
と
も
な
い
補
正
を
す
る
も
の
。
歳

出
は
高
額
療
養
等
、
実
績
に
よ
り
補

正
を
行
う
も
の
。

◎
健
康
福
祉
課
関
係

老
人
福
祉
施
設
措
置
費
は
対
象
者

の
死
亡
等
に
よ
り
４
７
７
万
１
千
円

の
減
額
。
自
立
支
援
給
付
費
に
７
５

０
万
円
の
増
額
、
生
活
保
護
世
帯
の

人
工
透
析
を
見
込
ん
で
い
た
が
、
対

象
者
が
転
出
し
た
た
め
５
０
０
万
円

の
減
額
、
災
害
復
旧
事
業
は
、
ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー
の
内
壁
、
外
壁
の
修

繕
の
事
業
確
定
に
よ
る
減
額
。

◎
教
育
委
員
会
関
係

幼
稚
園
就
園
奨
励
補
助
金
は
対
象

者
が
見
込
み
よ
り
少
な
か
っ
た
の
で

85
万
円
の
減
額
。
北
小
体
育
館
つ
り

天
井
撤
去
の
工
事
事
業
確
定
に
よ
る

◎
住
民
課
関
係

国
保
事
業
特
別
会
計
へ
の
保
険
基

盤
安
定
繰
出
し
金
１
３
２
９
万
４
千

円
の
増
額
、
雑
排
水
収
集
委
託
料
は

今
年
度
の
業
務
終
了
に
よ
る
清
算
で

１
０
４
万
８
千
円
の
減
額
。
災
害
廃

棄
物
処
理
手
数
料
は
、
産
業
廃
棄
物

扱
い
も
で
き
る
と
変
更
に
な
っ
た
た

め
、
委
託
料
で
処
理
し
事
業
費
確
定

に
よ
る
３
２
４
７
万
２
千
円
の
減
額
。

処
理
量
が
減
っ
た
た
め
、
ク
リ
ー
ン

コ
ス
モ
負
担
金
１
０
２
８
万
７
千
円

の
減
額
。

◎
趣
旨

特
定
建
築
物
及
び
公
共
建
築
物
の
耐

震
診
断
・
耐
震
改
修
に
つ
い
て
早
期

に
推
進
す
る
こ
と
。
ま
た
、
耐
震
診

断
業
務
の
発
注
に
際
し
て
は
、
建
築

士
法
の
規
定
に
基
づ
き
国
土
交
通
大

臣
が
定
め
た
業
務
報
酬
基
準
に
準
拠

し
た
契
約
が
行
わ
れ
る
よ
う
陳
情
す

る
も
の
。

◎
趣
旨

選
挙
権
を
持
た
な
い
子
ど
も
や
若
者

で
も
、
実
際
の
選
挙
で
投
票
を
体
験

す
る
こ
と
が
で
き
る
模
擬
投
票
体
験

ス
ペ
ー
ス
を
選
挙
期
間
中
、
投
票
日

に
期
日
前
投
票
所
、
投
票
所
に
設
置

す
る
こ
と
を
求
め
る
。

◎
趣
旨
（
陳
情
者
に
よ
る
説
明
か
ら
）

「
平
和
安
全
保
障
関
連
法
案
」
を
廃

止
し
て
日
本
の
平
和
と
国
民
の
安
全

を
確
保
す
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
る
。

廃
止
を
求
め
る
「
意
見
書
」
を
採
択

し
、
政
府
・
関
係
諸
機
関
に
提
出
し

て
も
ら
い
た
い
。

問

問

答

答

約
６
億
５
千
万
円
。

主
権
者
教
育
と
い
う
事
で
、

児
童
会
、
生
徒
会
選
挙
に
投

災
害
廃
棄
物
処
理
手
数
料
の

最
終
的
金
額
は
。

学
校
教
育
の
中
で
や
っ
て
い

る
の
で
は
な
い
か
。

票
物
品
を
貸
し
出
し
て
本
当
の
選
挙

の
よ
う
に
や
っ
て
い
る
部
分
は
あ
る
。

学
校
の
教
育
の
中
で
行
っ
て
い
る

の
で
、
混
乱
を
期
す
原
因
に
な
る
の

で
不
採
択
。

一
地
方
議
会
で
意
見
す
る
範
囲
の

も
の
で
は
な
い
。

反
対
討
論

反
対
討
論

子
供
た
ち
に
投
票
の
習
慣
を
つ
け

る
と
い
う
観
点
は
良
い
。

９
月
定
例
会
で
は
趣
旨
採
択
し
、

国
に
慎
重
審
議
を
求
め
た
が
、
本
当

に
慎
重
審
議
さ
れ
た
か
は
疑
問
が
あ

る
。
状
況
が
進
ん
で
お
り
、
国
会
で

は
憲
法
９
条
を
変
え
て
い
く
よ
う
な

方
向
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
一
地
方
議

会
の
意
見
と
し
て
述
べ
る
こ
と
は
大

事
。

賛
成
討
論

賛
成
討
論

お年寄りの憩いの場に…
竣工したばかりの堀之内地区高齢者支え合いセンター

８
９
０
万
５
千
円
の
減
額
。
工
事
は

28
年
度
に
繰
越
し
５
月
頃
に
施
工
。

南
小
学
校
ラ
ン
チ
ル
ー
ム
の
コ
ウ
モ

リ
の
巣
の
消
毒
委
託
料
に
49
万
１
千

円
の
増
額
。

●�
飯
田
交
流
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管
理

者
の
指
定

産
業
経
済
委
員
会

▽�

委
員
全
員
の
賛
成
に
よ
り
可
決
す

べ
き
も
の
と
決
定
。

期
間
満
了
に
伴
い
、
飯
田
区
を
継

続
し
て
指
定
管
理
者
に
指
定
し
た
い

も
の
。
期
間
は
平
成
28
年
４
月
か
ら

33
年
３
月
ま
で
。

◎
農
政
課
関
係

白
馬
村
営
土
地
改
良
事
業
の
経
費

の
賦
課
徴
収
に
関
す
る
条
例
の
用
語

や
審
査
請
求
の
期
間
を
改
正
。

●�

行
政
不
服
審
査
法
の
施
行
に
伴
う

関
係
条
例
の
整
備
に
関
す
る
条
例

の
制
定
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